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意見交換のテーマ：

1.「台湾を見ると世界が見える」に関連して：
今後の国際関係について
日本は、アジアの諸国、特に、台湾、韓国、中国と今後、どのようにつきあうべきか？
台湾については、大草さんがよくご存じと思います。今後のこれらの国々との関係について、自由に意見交換したいと思います。
（戦前の日本がやったことは、すべて日本の利益のためでありアジア諸国を搾取したという風に中国や韓国では宣伝されています。しかし、日本は産業の基礎を台湾・韓国に残し、台湾、韓国から去った後もこれらの国に様々な支援を行ってきました。中国においても、ODAを含み産業の基礎となる鉄鋼業の宝山製鉄所の建設（この製鉄所の建設の支援のため私の父は、何度も中国に行きました）、松下電器などは、電気製品の工場を各地に作り産業基盤作り生活の向上に寄与しました。しかし、それぞれの国で日本の対する姿勢がかなり、異なっています。）



２．「7つの習慣」に関連して：
今回紹介した「7つの習慣」の中で共感できるものがあれば、教えてください。また、これまで読んだ本(できれば、自己啓発本)の中で、感銘をうけたもの（そのポイントは）があれば、教えてください。
（今回、紹介させていただいた「7つの習慣」は、世界各国で読まれており、人生のバイブルともいわれています。私は、この本の中で、「第2の習慣」（終わりを思い描くことから始める）ということが心に強くつきささりました。人生の最終場面を思い描くことで（自分の葬儀で弔辞として何をのべてもらいたいか）自分の人生の目的や価値観をはっきりさせようと思います。
今後、この本の原書（全訳）を読み、さらに考えを深めていきたいと思います。）
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